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ところで、 植村 君の 意欲 は 何で あるか。 それ は、 r 異 

邦人」 が 「祖国」 を 求む る 欲求で ある。 

波止場に 待 つ て いた 乞食 は 

船が つくと 駆けよ つ て 

この 俺に さえ 物 をね だ つ て くれる 

俺に まだ 人に 与える ものが 残って いると いうの か 

恋人 も、 親友 も、 ふるさと も 

みんな 捨てて 来た 俺に 



ああそう だ 

「友よ、 手 を 握ろう ご 

P 泊 人の 俺に は 

この 友情 だけが 残って いた。 

この 漂泊 人 は、 丸 ビルの 二階で、 「紳士 や 貴婦人 や 美 

しく 着飾った 令嬢 や 若者が、 花びらの ように 流れて ゆ 

く」 の を 背後に 感じながら、 「何 かぐつ とこみ あげてく 

る もの を 堪えながら、」 匁 物屋の 前に 佇んで、 そこに 並 

ベら れ てる 白 pi! を 了 心に 眺める。 そして ふと 気がつい 

て 歩き だす。 —— 



負けたくない！ 

頰 をった う 涙 線の 数 を かぞえ 乍ら ぼうぜんと 空 を 

見て いると 

おろかな 人間 を 無性にな つかしく 思える 日で ある _ 

然し それ は 一 寸の 心の ゆるみの 隙間の 日 だ。 彼 はま 

た 勇ましく 立 上る …… 。 

植村君 は その 詩集の 扉に、 「祖国な きょろ こびと 悲 

しみと」 と 私に 書いて よこした。 そして 私が ここに 詩 

集の こと を 述べる の も —— それ もよ い 詩 を 選んで 紹介 

する ので はなく、 勝手な 総合的 叙述 を 試みた の も —— 



する 自慰 自藉 の糧を 供給す る だけで あり、 その 感情的 

自瀆 行為 を 行わせる だけで あり、 その 生活 的 痲痺 剤 を 

与える だけで ある。 

勿論 私 は、 凡ての 大衆文学が そうで あると 断定す る 

もので はない。 然しながら、 ュ ー ゴ ー の 「レ. ミゼラ 

ブル」 が 大衆文学 的 組立に 成って いながら、 所謂 大衆 

文学の 域 を 脱して いると いう 事実、 また、 デュ— マの 

「モンテ • クリスト」 が 大衆文学 でありながら、 単なる 

阿片 剤で はない という 事実、 その 事実 を、 果して 幾人 

の 大衆 文芸 作家が 考慮 している だろうかと いう ことに 

ついて、 甚だ 心細 さを覚 ゆるので ある。 然しながら、 



現在の 状態 の 大衆文学が 、 やが て 読者 に 倦 きられる 時 

が 来る だろう。 さほど 遠い 将来で なく 来る だろう。 そ 

の 時に、 あるいは その 前に、 傑れた 本当の 大衆文学が 

生れて くる こと を、 期待 出来る 気がする。 

心細 いのは、 むしろ 純文学の 方面で ある。 文学の 本 

質的な 作用 を 読者の 数量に よ つ て 測定 するとい う 錯覚 

から、 二つの 不祥な 傾向が 仄 見える。 その 一 つ は、 読 

者 を、 民衆的に ではなく 大衆 的に (と 云い 得るならば) 

獲得 せんとす る 傾向で ある。 悪い 意味の 大衆文学に 接 

近 せんとす る 傾向で ある。 勿論 私 は、 吾 国の 文学に 構 

想の 貧弱 さ を 認める。 創造力の 微弱 さ を 認める。 然し 



し て y J の 独善主義が、 文学に 最も 忠実な 態度 だと 見誤 

られる 時、 文学 は 自滅の 途を迪 る 外 はない。 単に 自分 

のために のみ 創作の ペン を 執る という こと は、 反対の 

比喩 を 用 ゆれば、 自殺者が その 遺書に 長々 と 感懐 を 託 

する のと 同じで ある。 共に、 一 の 反語と してし か 成立 

しない。 

読者 を 大衆 的に 獲得 せんとす る こと も、 または 独善 

主義の なかに 閉じ籠る こと も、 之 を 純文学の 立場から 

見れば、 作者の 真の 意欲の 欠乏 を 意味し、 民衆の 生活 

へ の 働き かけが 消極 化する こと を 意味す る。 文芸 作家 

は、 民衆の なかに あって 畢竟 は 「異邦人」 である。 そ 



物で もない」 という 命題の、 階級闘争 という 言葉 を 他 

の 如何なる 言葉で 置換しても、 それに 全然 賛成す る も 

ので はない。 然しながら、 何等かの 意味で 常に 「異邦 

人」 たる 純文学の 作者 は、 「祖国」 を 求む る 意欲 を 不断 

に 持ち続ける と共に、 それが 芸術 制作の プロセス のた 

めに 歪曲され ないだ けの 用心 を 失つ て はならない。 

「祖国」 を 求む る こと は、 「祖国」 を 得る 途 である。 r 祖 

国」 を 得る ことによって、 文学 は 最も 多く 存在の 理由 

を 見出す。 
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